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太陽観測ロケット実験 Focusing Optics X-ray Solar Imagerの 4回目の飛翔となる FOXSI-4は、2024年 4月に
打ち上げが実施され、Mクラスフレアの観測に成功した。FOXSI-4は、太陽フレアにおいて磁気再結合が引き起
こす磁気エネルギーの解放とその変換機構を追求することを目的の一つとし、M1クラスの中規模な太陽フレア
に対する世界初のX線集光撮像分光観測 (非分散型の光子計測)を行った。
我々は搭載機器のうち軟X線カメラの開発・運用を担当した。毎秒 250枚の連続露光が可能な高速度カメラは、

感受層 25 µ mの裏面照射型CMOSセンサを用いており、0.5-10 keV程度のエネルギー帯を観測できる。明るい
フレアループと暗い周辺領域の構造を分離して観測するため、搭載した 2台の一方はフレアループ、他方はルー
プ周辺の光子計測が行えるよう運用した。打ち上げ後、観測装置はデータ記憶装置も含めて回収できており、現
在取得データの較正を進めている。約 5分間の観測で 1000万個以上の光子イベントが検出され、高エネルギー側
は 10 keV以上の光子も計測している。これらを用いることで、太陽フレアが生み出した高エネルギープラズマの
物理情報を時空間分解して定量的に評価することができる。本講演では軟 X線用 CMOSカメラで取得した太陽
フレア観測データとその較正状況を報告するとともに、初期科学成果についても紹介する。


